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満
州
ハ
出
版
に
よ
せ
て
昭
和
一
一
十
年
八
月
九
日
は
、
日
ソ
開
戦
の
日
で
あ
る
。
満
州
西
北
の
第
一
線
「
ホ
ロ
ン
パ
イ
ル
」
の
「
ハ
イ
ラ
ル
」
は
そ
の
日
快
晴
で
あ
っ
た
。
当
時
、
本
書
の
著
者
、
松
山
先
生
は
「
ハ
イ
ラ
ル
」
を
死
守
す
る
「
独
立
混
成
第
八
十
旅
団
」
谷
口
大
隊
附
か
な
ん
・
に
い
軍
医
と
し
て
満
州
軍
正
面
を
守
る
主
陣
地
第
三
地
区
(
河
南
台
)
に
あ
り
(
約
三
0
0
0名
)
、
私
は
ハ
イ
ラ
ル
も
と
や
ま
第
一
陸
軍
病
院
附
軍
医
と
し
て
「
ハ
イ
ラ
ル
」
(
本
山
)
に
駐
屯
し
て
い
た
。
昭
和
十
八
年
頃
か
ら
南
方
戦
線
は
敗
色
濃
厚
と
な
り
、
精
鋭
を
誇
っ
た
「
関
東
軍
」
(
在
満
部
隊
)
も
段
々
と
南
方
、
内
地
に
転
出
さ
れ
、
二
十
年
と
も
な
れ
ば
、
補
充
要
員
は
銃
の
持
ち
方
も
知
ら
ぬ
老
年
兵
が
多
く
、
三
人
に
一
人
は
銃
も
な
く
、
水
筒
は
竹
の
筒
で
、
ヅ
ッ
ク
の
軍
靴
を
は
い
て
い
た
。
当
然
対
戦
車
砲
(
速
射
砲
)
や
野
砲
以
上
の
大
砲
は
い
つ
の
間
に
か
南
方
に
送
ら
れ
、
陣
地
台
上
に
は
丸
太
の
偽
装
砲
が
並
ん
で
お
り
、
勿
論
戦
車
も
航
空
機
も
な
か
っ
た
。
日
ソ
不
可
侵
条
約
は
後
一
ヶ
年
を
残
し
て
破
棄
を
通
告
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
達
「
ハ
イ
ラ
ル
」
の
部
隊
は
間
も
な
く
ソ
軍
の
侵
攻
が
あ
る
も
の
と
し
て
全
員
北
満
の
土
と
化
す
る
覚
悟
で
あ
っ
た
。
(
日
ソ
不
可
侵
条
約
は
昭
和
十
六
年
四
月
締
結
、
五
ヶ
年
間
で
あ
っ
た
)
八
月
九
日
早
朝
午
前
五
時
頃
か
ら
ソ
軍
機
の
編
隊
は
「
ハ
イ
ラ
ル
」
市
内
に
爆
弾
を
投
下
し
、
黒
煙
が
空
を
覆
っ
た
。
続
々
負
傷
者
が
運
び
込
ま
れ
た
。
私
達
の
病
院
は
興
安
嶺
に
あ
る
第
一
一
九
師
同
の
命
に
よ
り
、
九
日
午
後
、
長
年
住
み
慣
れ
た
「
ハ
イ
ラ
ル
」
を
後
に
し
、
「
チ
チ
ハ
ル
」
へ
向
か
っ
て
後
退
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
後
「
ハ
イ
ラ
ル
」
の
状
況
は
全
く
不
明
の
ま
ま
私
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
二
十
三
年
復
員
し
て
約
三
十
年
、
人
心
の
沈
静
と
共
に
漸
く
「
ハ
イ
ラ
ル
」
の
陣
地
戦
の
様
子
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
本
書
は
松
山
先
生
が
辿
ら
れ
た
、
生
死
の
究
極
の
境
地
を
画
い
た
「
ハ
イ
ラ
ル
」
陣
地
戦
闘
の
唯
一
貴
重
な
軍
記
で
あ
る
。
司
令
官
、
参
謀
の
軍
記
は
誇
張
や
強
が
り
が
多
く
、
文
筆
家
の
そ
れ
は
全
般
的
で
あ
る
が
胸
を
打
つ
も
の
が
少
な
い
。
ま
た
下
級
者
の
そ
れ
は
自
己
の
守
備
範
囲
以
外
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
点
、
松
山
先
生
の
軍
記
は
メ
モ
一
つ
書
け
な
い
状
態
に
お
い
て
、
頭
脳
明
断
、
よ
く
戦
況
の
全
般
を
把
握
し
真
実
に
迫
る
心
打
つ
銘
文
で
あ
る
。
軍
医
学
校
時
代
及
び
シ
ベ
リ
ア
の
捕
虜
時
代
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
混
え
、
先
生
の
人
間
性
を
し
の
ば
れ
る
。
ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
で
は
あ
の
身
の
毛
も
よ
だ
っ
洗
脳
教
育
で
あ
る
。
(
共
産
主
義
教
育
の
最
盛
期
に
な
ら
ぬ
内
に
復
員
さ
れ
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た
短
期
現
役
軍
医
と
し
て
同
期
生
七
名
が
「
ハ
イ
ラ
ル
」
部
隊
に
赴
任
し
た
が
、
開
戦
時
、
気
が
つ
い
て
見
れ
ば
、
先
生
唯
一
人
が
「
ハ
イ
ラ
ル
」
に
残
留
し
て
い
た
。
心
中
は
察
す
る
に
余
り
が
あ
る
。
陣
地
に
お
い
て
「
神
様
仏
様
」
と
心
の
中
で
子
を
合
せ
、
上
級
軍
医
に
「
し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
発
言
は
先
生
の
員
骨
張
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
私
も
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
に
出
動
し
て
、
総
攻
撃
寸
前
中
止
に
な
っ
た
経
験
が
あ
る
が
、
人
間
い
ざ
と
言
う
時
の
心
構
え
は
他
か
ら
全
く
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
先
生
が
学
生
時
代
島
原
の
原
城
跡
に
登
っ
て
読
ま
れ
た
荘
重
な
漢
文
調
の
詩
が
あ
る
が
、
数
倍
の
幕
府
軍
を
相
手
に
戦
っ
た
天
草
四
郎
の
心
境
と
思
い
を
重
ね
合
わ
せ
て
お
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
平
地
戦
な
ら
ば
武
器
兵
員
共
五
分
の
四
に
も
な
ら
ぬ
我
が
軍
は
、
僅
か
数
時
間
で
、
全
滅
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
幸
い
に
堅
悶
な
陣
地
に
た
て
こ
も
り
、
八
月
十
八
日
大
詔
に
よ
る
降
伏
迄
勇
戦
敢
闘
し
た
。
被
害
も
比
較
的
少
な
か
っ
た
事
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
松
山
先
生
と
の
出
会
い
は
昭
和
五
十
六
年
、
私
が
「
日
本
医
事
新
報
」
に
書
い
た
「
ハ
イ
ラ
ル
」
戦
記
が
縁
と
な
り
以
後
親
交
を
深
め
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
昭
和
十
四
年
八
月
第
八
国
境
守
備
隊
に
赴
任
し
、
昭
和
十
八
年
末
陸
軍
病
院
に
転
じ
た
の
で
「
ハ
イ
ラ
ル
」
在
勤
満
六
年
以
上
で
あ
り
、
比
較
的
ハ
イ
ラ
ル
事
情
に
つ
い
て
精
通
し
て
い
た
軍
医
の
一
人
で
あ
っ
た
。
本
書
出
版
に
当
り
生
き
て
帰
ら
ぬ
筈
の
苛
烈
悲
惨
な
戦
場
か
ら
帰
還
し
人
間
味
溢
れ
る
戦
記
を
も
の
に
さ
れ
た
松
山
先
生
に
謹
ん
で
祝
辞
を
申
し
上
げ
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
半
世
紀
前
、
日
本
軍
の
辿
っ
た
苦
難
の
道
を
改
め
て
顧
み
た
い
。
最
後
に
太
平
を
謡
歌
す
る
現
在
の
人
達
が
一
人
で
も
多
く
本
書
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
推
薦
す
る
も
の
で
あ
る
。平
成
三
年
七
月
富
山
県
射
水
郡
大
門
町
大
門
五
多
国
医
院
院
長
多
田
秀
雅
序
ヨ主主
l'fl. 
私
は
戦
記
を
読
む
の
が
好
き
で
あ
る
。
何
故
か
な
ら
ば
、
国
家
の
戦
争
目
的
の
可
否
は
別
と
し
て
、
そ
こ
に
は
周
到
に
訓
練
さ
れ
た
人
間
集
団
の
全
智
全
能
を
結
集
し
た
死
闘
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
え
て
ハ
イ
ラ
ル
戦
記
を
物
し
た
所
以
は
、
戦
闘
立
さ
れ
た
戦
友
、
同
胞
に
は
相
済
ま
な
い
が
、
幸
い
に
生
き
残
こ
り
、
過
去
を
振
り
返
っ
た
時
、
こ
れ
程
の
叙
事
詩
は
な
い
し
、
こ
れ
程
真
剣
に
生
と
死
を
考
え
た
瞬
間
も
な
い
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
に
い
た
将
校
、
下
士
官
、
兵
隊
の
心
情
や
戦
闘
の
場
面
は
、
真
実
の
ま
ま
語
り
継
が
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
そ
の
場
に
い
た
人
の
、
後
に
続
く
人
に
対
す
る
責
任
で
あ
り
、
義
務
と
も
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
に
対
す
る
御
批
判
は
、
読
ま
れ
る
人
々
の
受
け
取
り
方
に
よ
っ
て
異
な
る
に
違
い
な
い
が
、
恥
を
顧
み
ず
取
り
あ
げ
た
の
は
、
二
十
四
歳
の
青
年
が
そ
の
時
に
ど
う
考
え
、
ど
う
行
動
し
た
か
を
率
直
に
記
し
、
も
う
帰
り
来
な
い
戦
時
中
の
私
達
の
青
春
を
推
察
し
て
頂
く
縁
と
も
な
れ
ば
幸
い
、
と
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
御
諒
承
を
願
い
た
い
。
平
成
六
年
三
月
松
山
文
生
